
企業・団体名 TEL

連絡担当者 E-mail

お役職 ご芳名

参加申込書 MAIL：y-kankyou@yokohama-cci.or.jp FAX：045-671-7429 申込締切日：1月15日（水）

●当所から受付確認のご連絡はいたしませんので、当日は直接会場へお越しください。
●本講演会では写真や動画の撮影・録音・録画はご遠慮ください。
●ご記入いただいた情報は、本部会運営で利用するほか、当所からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。

【お問い合わせ先】横浜市環境保全協議会(横浜商工会議所産業振興部内)山本／ 原口／仲井 TEL：045-671-7470

2025年 1月 22日（水）14時～16時

横浜シンポジア（横浜市中区山下町2 産業貿易センタービル9階）

100名

横浜商工会議所会員 または 横浜市環境保全協議会会員（参加費無料）

右記二次元コード または 下記の申込書にご記入の上、メールかFAXにてお申込みください

＜講師＞信州大学 特別特任教授／東京大学 特別教授 堂免 一成 氏

1982年東京大学理学系大学院博士課程修了。理学博士。東京工業大学助手・助教授・

教授を経て2004年から東京大学大学院工学系研究科教授。現在は信州大学と東京大学

のクロスアポイントメント教員。主な研究分野は水分解光触媒、不均一系触媒、材料

科学、表面科学。現在の研究テーマは太陽光を用いて水から水素を製造する光触媒の

開発と実用化。光触媒分野の第一人者。2011年 日本化学会賞、2019年 2019 Advance 

of Catalysis Award of APACS、2024年 クラリベイト引用栄誉賞など受賞。

①横浜市におけるカーボンニュートラルに向けた取組
横浜市 脱炭素・GREEN×EXPO推進局 カーボンニュートラル事業推進課

②【特別講演】脱炭素技術事例

「光触媒技術によるグリーン水素生成について」
光触媒を用いて太陽光のエネルギーだけで水から水素を作る技術と、その社会実装に

向けた開発状況や課題についてお話いただきます。

①ネイチャーポジティブの国内外の動向について

（公財）日本野鳥の会 施設運営支援室室長 古南 幸弘 氏

昨今、カーボンニュートラルと統合的な取組が求められているネイチャーポジティブ

（生物多様性回復）の国内外の動向についてお話いただきます。

②ネイチャーポジティブをテーマとした横浜商工会議所の取組報告
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